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自己評価作成日 令和3年2月22日 評価結果市町受理日

地域の信頼を得た前田病院という礎の下、医療連携が充実している。事業所理念である「人生最
後まで生き生きとかがやいて過ごしていただけるような充実した介護サービスの提供」を念頭に
置き、具体的な年間目標、期間目標を掲げて実践し、安心していただける介護を目指している。
当事業所は8階建ての最上階にあり、日当たり・眺望に恵まれている。また呉市の中心部に位置
し、商店街・公園・市役所等が徒歩圏内にあり、活動的で快適な生活をサポートできる上、交通
の便利が良く面会しやすいことが利用者、家族の安心に繫がっている。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で面
会制限だがｵﾝﾗｲﾝ面会を整備。全館に低濃度ｵｿﾞﾝ発生装置を設置、入口に顔認証式体温測定器と
消毒剤を設置し、医療法人の強みを活かしている。このような環境の恩恵に甘んじることなく、
優しさと思いやりの心を日々常に持ち、生活支援を行うよう努力を怠らないようにしたい。

経営母体が医療法人の為、緊急時の対応や、主治医との連携が常に密であり週末においても安心
した医療が提供している。また、管理栄養士による栄養管理はもちろん主食は事業所が担当して
おり、炊き込みご飯、焼きそば、手巻寿司と楽しみのある行事食も提供している。また、おやつ
の行事として、ぜんざい、おはぎ、甘酒等の企画をし入居者が楽しめる工夫もしている。
コロナ禍で面会制限はあるが、オンライン面会を整備し、実施することで利用者本位の支援に取
り組んでいる。

１ 自己評価及び外部評価結果
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえ
た事業所理念をつくり，管理者と職
員は，その理念を共有して実践につ
なげている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう，事業所自体が地
域の一員として日常的に交流してい
る。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を，地域の人々に向けて活かしてい
る。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービ
スの実際，評価への取組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い，そこ
での意見をサービス向上に活かして
いる。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの
取組みを積極的に伝えながら，協力
関係を築くように取組んでいる。

4 3

2 2

3

5 4

1

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

理念は開設時に職員全員で作りあげた
ものである。その理念をもとに年間目
標を定め、期間目標を職員全員で4ヶ月
に1回定め、実践している。期間終了時
には、アンケートを実施し振り返りを
行い次の期間目標につなげている。

開設当初,職員で導き出した理念を玄関,
廊下,ﾃﾞｽｸに掲げている。定期的に目標を
定め,理念と目標を毎日唱和し意識付け,
全職員が理解し日々介護を行っている。
令和2年度年間目標「ｺﾛﾅに負けず暮らし
を守る」期間1期(まずは皆で手洗い,咳ｴﾁ
ｹｯﾄ)2期(1ｹｱ1手洗い!手指消毒もしっかり
と)3期(窓を開け換気,直ぐに手洗い,くっ
つき過ぎない,笑顔でﾏｽｸ!)

自己
評価

外部
評価

項目

1

管理者が呉市福祉保健課に運営推進会
議の議事録を毎回提出し、顔なじみに
なるよう努めている。呉市中央地域包
括支援センターには毎回会議に参加い
ただけるよう取り組んでおり、相談や
情報交換を行っている。

市町の担当者と顔なじみの関係が築け
るように、運営推進会議の議事録や介
護保険の申請も含め窓口に行くように
している。このため、コロナ禍での人
員配置について相談し助言を頂くこと
で連携が図られている。

地域的に濃密な繋がりや日常的な交流は
持ちにくいが、開設時から民生委員を通
じ事業所としてささやかな交流を続けて
いる。近年は年数回、利用者が交流でき
る共同行事や地域行事への参加を行って
いたが令和2年は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で全
て中止。しかし七夕会で民生委員、保育
園と短冊の交流で繋がりの継続に努め
た。

散歩に出かけると、幼稚園児と挨拶を
したり、民生委員と出会うと談笑した
りと、なるべく交流を図るよう努めて
いる。また、法人の理事長が町内会に
加入しているため、相談を受けたり等
の地域交流を行っている。

年度初めに年間ｽｹｼﾞｭｰﾙを配布し1回/2M,
運営推進会議を開催。毎回運営状況の報
告,かがやきだよりの配布を通して近況を
報告し意見やｱﾄﾞﾊﾞｲｽを受ける。運営推進
会議でご縁を得た落走保育園と地域のｻﾛﾝ
との合同行事(R2年3月)は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの
影響で中止。令和2年度の運営推進会議は
手紙のやり取りが主流となった。

運営推進会議には家族、民生委員、地
域包括支援センター、法人の副理事長
が参加している。会議の中で他の事業
所の取り組みを共有したり転倒事故に
対する対策について、助言を得た事例
もある。

職員の中に認知症介護ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ,ｷｬﾗﾊﾞﾝﾒ
ｲﾄ,HCSｶｳﾝｾﾗｰ,実務者研修教員資格を有
し,例年初任者研修の講師と実習受け入
れ,認知症相談等の活動を行う者が居る。
令和2年は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で講師活動1
回のみ,実習受け入れ中止。例年行う看護
学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受け入れ中止。入所相談,認
知症,介護の電話相談は随時対応。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域
密着型サービス指定基準及び指定地
域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており，玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち，利用者
の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い，
防止に努めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機
会を持ち，個々の必要性を関係者と
話し合い，それらを活用できるよう
支援している。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際
は，利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね，十分な説明を行い理解・納
得を図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会
を設け，それらを運営に反映させて
いる。

8

6 5

7

9

10 6

身体拘束廃止の指針,勉強会,委員会を
通し全職員が身体拘束をしないｹｱを理
解,日々取り組んでいる。勉強会では
各々が違った角度から意見交換し全員
でしっかり向き合い,身体拘束事例な
し。玄関の施錠は建物のｾｷｭﾘﾃｨｰｼｽﾃﾑと
して設備されており,積極的な外出支援
で対応したいが新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で外
出は激減。

身体拘束廃止の研修は年に2回実施して
いる。なるべく身体拘束をしないよう
にするグループホームの方針があり、
身体拘束しないための工夫をしてい
る。

虐待防止に関し日常的に管理者と職員が
話す事ができる。勉強会,伝達講習から職
員一人一人が高齢者虐待の正しい知識を
もち日々ｹｱを実践。見過ごされがちな「ｽ
ﾋﾟｰﾁﾛｯｸ」等学びを深め,職員同士でｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝをとりｹｱに対する悩みも相談できて
いる。管理者は職員がｽﾄﾚｽを溜めないよ
う悩みや話を聞くよう心がけている。

例年,法人で行う人権研修に全職員参加,
人権や権利擁護を学ぶ。R2年は新型ｺﾛﾅｳｲ
ﾙｽの影響で事業所内研修を実施。成年後
見制度の必要な利用者は共に考え支援に
努め過去２例対応(R2年なし)また広島市
人権男女共同参画推進員及び日常生活自
立支援員を務める職員が市町で活動と,微
力ながら事業所内の実践に努める。

必要な時間をかけ、十分な説明と文書
により同意と納得を得ている。解約時
は退居後の生活支援がスムーズに移行
できるよう連絡調整している。介護保
険改正により生じる利用料の変更につ
いては文書を以て説明し、同意・納得
を得ている。

ご家族来訪時や来客者の話を聞く他,玄
関にご意見箱を設置。R2年は新型ｺﾛﾅｳｲ
ﾙｽの影響で面会制限があったが,管理者
との面談,電話や手紙で家族の声(要望)
を受け止めた。運営推進会議では利用
者や家族(主に手紙)の意見を聞けるよ
う努め,職員は日々の会話で利用者の気
持ちを代弁し管理者にその都度伝えて
いる。

ご家族の意見は、面会時や電話連絡時
に要望を聞いている。その中では、お
花見、七夕、敬老会、クリスマスと年
に4回家族交流イベントを実施しており
情報共有を図っている。ここ最近は、
面会の問い合わせが多く、オンライン
を活用しての面会を工夫している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け，
反映させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力
や実績，勤務状況を把握し，給与水
準，労働時間，やりがいなど，各自
が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し，法人
内外の研修を受ける機会の確保や，
働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と
交流する機会をつくり，ネットワー
クづくりや勉強会，相互訪問等の活
動を通じて，サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
本人が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，本人
の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

12

13

11 7

他ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑと手紙や電話で相談等の交流
があるが、相互訪問等の密な交流はな
い。職員の中には初任者研修の講師等の
活動を通じて情報交換をする等、ささや
かだが交流を持つよう努力している。R2
年は新型コロナウイルスの影響で、外部
との交流や研修を自己研鑽していた職員
もその機会が持てなかった。

14

15

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

よく話を聴き、安心して利用していた
だけるよう努めている。新入居者には
在宅生活との変化を最小限に出来るよ
う、出来る限りの要望を受け入れるよ
うにして、信頼関係の構築を優先に支
援している。

管理者はｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ内での職務が常態で,
日々職員の意見,提案を取り入れる事がで
きる(介護手法等の業務の細かい事や他部
署との連携,職員の権利と義務等)また
1/4M,定例会議を行い意見を出し合う。代
表者は運営推進会議(1/2M)の参加で職員
の声を直に聞けるが,R2年は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
の影響でその機会が無かった。

職員意見は、普段の会話や、朝、夕の
申し送りに聞くようにしている。入居
者の個別ケアの変更や、行事の提案を
行い共有することで、ケアの実践につ
なげた事例もある。

管理者は労務と運営管理の法の下,職員の
希望と負担を考慮しｼﾌﾄを組み,日々の関
りで実績や努力を認め,やりがいに繫がる
よう努める。例年,代表者は運営推進会議
等で,運営者は2/年ｽﾄﾚｽ発散の場(宴会)を
設け職員に声掛け,実績と努力の承認の場
があるがR2年は全中止。給与は昇給や各
種手当があるが,不満もある。

代表者は運営推進会議等でｹｱの現場に触
れる機会を持ち,職員個々の力量把握は困
難だが大きな心で見守ってくれる。R2年
はその機会なし。管理者は法人内研修や
外部研修の情報を得て職員の研修参加の
機会を設けるが,R2年度は事業所内研修が
主。新人職員は併設施設の新人研修と広
島県新人介護職員合同研修会に参加。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
家族等が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，関係
づくりに努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，
本人と家族等が「その時」まず必要
としている支援を見極め，他のサー
ビス利用も含めた対応に努めてい
る。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立
場に置かず，暮らしを共にする者同
士の関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立
場に置かず，本人と家族の絆を大切
にしながら，共に本人を支えていく
関係を築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れない
よう，支援に努めている。

グループホーム入居は一つの手段で
あって、迷っている利用者、家族には
必要な情報を提供し、十分に考える時
間を持ってもらえるよう努めている。

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑの特性"入居者から学び共に
行う"事を職員全員が実践。入居者の
ADL変化に寄り添い個々の"できる事"を
大切にして,出過ぎたｹｱにならないよう
努める。自然と役割ができ食事の準備
や洗濯を分担。入居者同士,職員も含め
"お互い様"の感謝の気持ちを表す。ﾚﾍﾞ
ﾙ格差が大きく一部利用者から不満の声
が出る。

よく話を聴き安心して利用できるよう
努め,新入居者には在宅生活との変化が
最小限となるよう,出来るだけ要望を受
け入れ対応。家族には"自分がしたい
事,できる事"を共に考え,一緒に利用者
を支える事を納得して頂いている。中
には面会が不穏の原因となり面会を避
ける家族もいる。各々の気持ちを汲み
取っている。

20 8

16

17

18

19

管理者が来訪時,電話,手紙で家族とｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝをとり,家族の悩みも喜びも受け
止めている。またｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ入居により
家族の介護の役割が無くなったのでは
なく,共に入居者を支えていく事を話
し,協力関係を築くよう努めている。新
型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で面会制限中だが,家
族は "元気でいるだけで安心で嬉しい"
と話す。

本人の希望,家族の希望を聞き可能な限
り外出や外泊,面会を支援し,例年は家
族とお墓参り,お花見,ﾄﾞﾗｲﾌﾞ,美術館
等。令和2年は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で実
践できなかったが,ｵﾝﾗｲﾝ面会の整備や
電話の取り次ぎ(居室に電話設置),かが
やきだよりの内容の拡充(写真を多用)
で対応した。

これまでのなじみの美容院や、お寺さ
んとの縁が切れないようにご家族と連
絡を取り、実施できるように支援して
いる。また、地元の一人暮らしの入居
者が仲の良かった民生委員との交流が
図れるように支援した事例もある。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わ
り合い，支え合えるような支援に努
めている。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了して
も，これまでの関係性を大切にしな
がら，必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし，相談や支援に努め
ている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望，意向の把握に努めている。困難
な場合は，本人本位に検討してい
る。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方，生活環境，これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努めてい
る。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身
状態，有する力等の現状の把握に努
めている。

21

24

25

23 9

仲の良し悪し,一人が好きか嫌いか,体
調等,利用者個々を良く知り,その時の
状態を十分考慮し,利用者同士が支え合
う場面を大切にし環境設定する。会話
や歌,一緒に外出,音楽やﾃﾚﾋﾞ,共同作
業,お茶等するが,新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で
密を避け大声を出せない中,限られた空
間で出来るだけ共に過ごす時間を設け
ている。

ｻｰﾋﾞｽ利用終了の理由は主に入院であ
る。管理者が家族と引き続きｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
を図り,今後の生活や介護の相談に乗る
努力をしている。R2年は入退所3例あり
(内,再入所2例)家族の悩みを汲み取り
対応した（癌末期の ADL・体調の変
化,HOT対応や激しい不穏等）

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

22

本人,家族からよく話を聴き,観察し取
り組む。困難な場合は理念を思い返し
考えるが,自分本位にならないよう必ず
利用者の立場で検討。職員間,管理者と
相談し情報交換し助言し合う。ほぼ発
語の無い利用者も快,不快の感情は表現
できる為,反応をよく見る。希望が叶わ
ない事もあるが,常に意思の尊重に努め
ている。

日ごろの雑談の中や入浴時、夜間のマ
ンツーマンのときの会話の中から思い
の把握に努めている。話の中では、
『買い物に行きたいねー』とか『どっ
か出かけたい』との要望がある。意向
の把握が困難な方に対しては表情や反
応を見て本人本位となるように検討し
ている。

本人,家族のほか利用者を支える周囲の
人,担当ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ,利用していたｻｰﾋﾞｽ
事業所等からの情報収集に努める。状
況調査票に記録し職員がいつでも情報
を活用できるようにする。本人との日
常会話（雑談）から暮らしや思いを聞
き出す。

日々の観察と記録、申し送りで把握
し、ケアカンファレンスでの総合的な
アセスメントに役立てている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について，本人，家
族，必要な関係者と話し合い，それ
ぞれの意見やアイデアを反映し，現
状に即した介護計画を作成してい
る。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気
づきや工夫を個別記録に記入し，職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生ま
れるニーズに対応して，既存のサー
ビスに捉われない，柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し，本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る。

○かかりつけ医の受診支援

受診は，本人及び家族等の希望を大
切にし，納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら，適
切な医療を受けられるように支援し
ている。

26 10

28

29

27

30 11

日々のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝで本人の気持ち,希望
を確認し家族の思いを汲み取りｹﾌﾟﾗﾝを
見直す。"屋外に出る,字を書く,作品を
作り掲示,家事をする,運動したら〇を
つける"等。"できる事,できない事"のｱ
ｾｽﾒﾝﾄを職員の独りよがりにならないよ
う注意し職員間で情報共有。令和2年は
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で屋内が主のﾌﾟﾗﾝと
なった。

入居者一人ひとりに担当がおり、『状
況把握シート』というアセスメント
シートを活用することで情報収集を行
いケアプラン原案を作成している。ケ
アカンファレンスにて職員皆で共有
し、チームで介護計画を作り上げてい
る。

体温や血圧の変動が一目で分かる検温
表と日々の状態（感情・行動・行われ
た介護等）が自由に記録できる書式を
使用し、個別の記録により情報の共有
が出来ると共に、振り返りも出来、介
護計画の見直しに活用できる。

通常は突然の外出や外泊の申し出に対
応し,日常の散歩,外出,美容院利用等,
個々の要望に柔軟にできるだけ速やか
に対応する。また併設施設や近隣との
交流,ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受け入れ等あり。R2年は
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で外部との交流が叶
わなかったが,ｵﾝﾗｲﾝ面会を整備。利用
者の安全を基本に,一人一人の個別性を
重視する。

本人,家族の他,利用者を支える周囲の
人から情報収集し,入居する事で関係が
途切れないよう,できるだけ当たり前に
関係が継続できるよう,友人の面会や馴
染みの店へ外出等を支援する。R2年は
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で,馴染みの面会も
紙芝居や看護学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受け入れも3
月以降中止。保育園や近隣との交流も
中止。

入居時に主治医の希望を確認し在宅時
の医療が継続可能。当事業所の特徴の
医療連携を望む利用者が多く,R2年度は
全員,協力病院がかかりつけ医。この場
合,特別な場合を除き職員対応で定時・
随時受診介助し,適切な医療が可能。家
族来訪時に随時報告。緊急時は速やか
に電話で報告し納得と安心を得てい
る。

入居時、馴染みのかかりつけ医がある
方は、希望を優先しているが現在の入
居者は法人の協力病院がかかりつけ医
となっている。このため、受診は職員
が全て対応している。緊急時には、階
下の医師が往診できる体制がある。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを，職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し，個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援してい
る。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療
できるように，また，できるだけ早
期に退院できるように，病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は，そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方に
ついて，早い段階から本人・家族等
と話し合いを行い，事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共
有し，地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て，全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い，実践力を
身に付けている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに，地
域との協力体制を築いている。

33 12

31

32

34

協 力 病 院 入 院 時 ,1/W 委 員 会 の 他
Dr,Ns,PTと日々情報交換し良好な関係
を築き,早期退院に努めている。また希
望と病状に応じ居室確保に努め安心し
て頂いている。他病院入院時は家族と
地域連携室からの情報収集に努め,令和
2年度は癌末期,類天疱瘡,内科疾患,骨
折の入院例あり。1名以外,治療を終え
生活を継続中。

管理者が看護師であり日々共に居り、
些細なことにも即座に対応できる。ま
た協力病院が建物内にあり、夜間・休
日も安心できる。この安心は利用者・
家族のみならず、職員にとっての安心
も大きい。

契約時「重度化した場合の対応」を文
書で説明,同意を得,希望の終末期の在
り方を確認。契約時は「考えられな
い」との事例が多いが,本人の変化,他
入居者の退居を機に本人や家族の希望,
事業所に出来る事,出来ない事の理解の
確認等を行い,令和2年は終末期1例。家
族と十分ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図り協力病院と連
携に努めた。

契約時から重度化までの説明をしっか
りと行っているが、開設時から看取り
を行った事例はない。法人が医療法人
のため終末期までは、なじみの環境で
過ごしていただくように支援してい
る。このため、重度化や終末期になっ
ても安心した生活が送れるよう体制を
整えている。

協力病院との連携を職員に指導してお
り、良い協力関係にある。医療連係ﾏﾆｭ
ｱﾙに基づく指導と事故やﾋﾔﾘﾊｯﾄ事例を
通して初期対応を全職員に伝達・教育
し、対応力を身につけている。

「火災・地震等緊急事態発生時ﾏﾆｭｱﾙ」
を通して職員全員に通達,各部署主体の
訓練を協同で行う。令和2年は4月,ｸﾞﾙｰ
ﾌﾟﾎｰﾑ主体で地震想定,9月,老健主体で
台風想定の訓練を実施,参加を通して実
践力を身に付ける。建物内に医療・福
祉施設があり法人全体の連絡・協力体
制がある為,近隣の協力を得る可能性は
少ない。

この場所は、ハザードマップによると
危険区域には想定されていない。年間3
回災害訓練を行っており、全て人数の
少ない夜間を想定して実施している。
地震、台風、火災を想定し万が一の事
態に備えている。

35 13
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシー
の確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり，自己決定できるように働
きかけている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく，一人ひとりのペースを大
切にし，その日をどのように過ごし
たいか，希望にそって支援してい
る。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一
人ひとりの好みや力を活かしなが
ら，利用者と職員が一緒に準備や食
事，片付けをしている。

36 14

37

40 15

39

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

38

「ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護に関するﾏﾆｭｱﾙ」,毎日の
理念唱和,研修を通じ職員各自その大切さ
を自覚し,職員同士で注意しあう空気があ
る。入居者には優しく思いやりを持った
丁寧な言葉使いを職員全員で心掛け実
践。また「親しき仲にも礼儀あり」他人
行儀と馴れ親しさの間で悩む場面もある
が,尊厳保持を優先して対応。

プライバシー保護の研修は年に1回実施
し、人格の尊重に努めている。特にト
イレの排泄には気を配り、小さな声で
伝達したり、他の人に分からないよう
にプライバシーの確保に努めている。

「どうしたいか」を必ず問いかけるよう
努める。判断が難しい入居者には自己決
定しやすい質問や言葉を選び（ABどちら
が良いか等）自分で考える事,決める事,
納得する事を大切にしている。思いを表
出しやすい夜勤や入浴時のﾏﾝﾂｰﾏﾝ,和やか
なﾃｨｰﾀｲﾑを大切にしている。

個々の気分,体調,共同生活の良好な集団
行動,日課を考慮し,個別対応に心がけ
る。作業,ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ,ﾘﾊﾋﾞﾘ通院等を強要し
ない,年齢的・体力的・本人の好みにより
一人の時間や安静時間を確保する,希望に
基づいた散歩や美容院利用等。令和2年は
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で外部と接触ができ
ず,外出機会は極僅かだった。

毎日の整容(洗顔,眼脂や汚れ,整髪,髭剃
り)支援の他,洋服やお洒落に関して個々
の状態に合わせて支援。馴染みの美容院
利用や出張理美容を適宜利用するが令和2
年は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で不自由した。馴
染みの化粧品,ﾊﾝﾄﾞｸﾘｰﾑ,ｼｬﾝﾌﾟｰ,ﾘﾝｽの購
入,ﾏﾆｷｭｱをする利用者あり随時褒めて話
題にする。ｱｸｾｻﾘｰ可(要家族同意)

好み,体調,ｱﾚﾙｷﾞｰを考慮(ﾊﾟﾝ食1名,鰻拒
否1名)し随時刻み,ﾐｷｻｰ,ﾄﾛﾐ食対応。食欲
低下や希望で家族の差入れ,間食可。給食
部で食事を頂くが稀に外食(令和2年中止)
や手作り昼食,おやつが大変好評。利用者
の力に応じﾃｰﾌﾞﾙ拭き,野菜切り,盛付け,
汁注ぎ等共に行い感謝する。共に食べる
事は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの為中止。

法人の給食部でおかずは調理したもの
をグループホームの職員が取りに行く
が、チャーハンやうどん等の主食は事
業所で作っている。また、手作りおや
つのおはぎ、甘酒、ケーキを利用者と
一緒に作っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が
一日を通じて確保できるよう，一人
ひとりの状態や力，習慣に応じた支
援をしている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよ
う，毎食後，一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し，一人ひとりの力や排泄のパター
ン，習慣を活かして，トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，
飲食物の工夫や運動への働きかけ
等，個々に応じた予防に取り組んで
いる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように，職員
の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに，個々に応じた入浴の支援を
している。

44

41

43 16

45 17

42

栄養士が献立作成し栄養ﾊﾞﾗﾝｽは良好
で,間食も生活の楽しみで定着。食事摂
取量は検温表に記入,体調とあわせ経過
観察できる。水分摂取は食事以外に2回
/日,その他頻回に行い日常的にｽﾎﾟｰﾂﾄﾞ
ﾘﾝｸ使用。必要時摂取量を記録。自己摂
取への声掛けやﾄﾛﾐ,ﾐｷｻｰ等対応し介
助。夜間や早朝のお茶(ｺｰﾋｰ等)に柔軟
に対応。

食後の嗽,歯磨きを勧め,声掛けのみ,誘
導,全面介助,ｽﾎﾟﾝｼﾞﾌﾞﾗｼ使用等,状態に
合わせたｹｱを実践。利用者毎に毎日又
は週１,義歯洗浄を職員管理で行う。ま
た本人の習慣や家族のこだわり,要望に
も応える。定期的な歯科受診も推進し
ており,希望者には職員が通院介助を行
い歯科ｽﾀｯﾌからの指導を得て実践して
いる。

利用者の言葉,素振りを察知し誘導。ま
た排泄表を利用し個々の排泄ﾊﾟﾀｰﾝを把
握し時間誘導を行い,夜間も声掛けを行
う。ｵﾑﾂ類は個々の状況に応じて多数導
入。ｽｷﾝﾄﾗﾌﾞﾙも考慮し肌に良い物を選
ぶ。できるだけﾄｲﾚを使用するが必要に
応じPﾄｲﾚの設置。放尿の利用者には夜
間ｾﾝｻｰﾏｯﾄを使用し速やかな誘導,介助
する。

病院からオムツで入居された方も、ア
セスメントの結果座ることができる方
にはトイレでの排泄につなげるように
している。また、トイレの前に排泄表
があり、職員が共有することで事前に
声をかけ失禁にならないような支援を
している。

食事,運動,睡眠の生活の基本を整え,水
分摂取をすすめると共に,個別に便秘薬
の使用・調整を行っている。また日々
のﾘﾊﾋﾞﾘ通院や散歩をすすめ便秘解消に
繋げるが,令和2年は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響
でﾘﾊﾋﾞﾘ通院や外出が制限され,便秘薬
使用が増える傾向あり。事業所内で軽
い運動(体操)を行い対応した。

入浴は毎日対応するが時間帯は職員配
置の多い午前中。行事で中止もある。
風呂が好き,苦手,Ns.不在時は入浴を見
合わせる等,個別性,体調,ﾊﾞﾗﾝｽを考慮
し生活の流れも汲み支援。強い拒否,指
示に応じられない,立位歩行不可等重度
化が進み,楽しみより安全重視の中,無
理強いせず,できるだけゆっくりと個別
対応する。

曜日を問わず週末でも入浴できるよう
に一人ひとりがゆったりと入浴できる
体制となっている。このため、長い方
は1時間かけて入浴しており、入浴を楽
しむことができる支援となっている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて，休息したり，安心し
て気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用，用法や用量について理解
しており，服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように，一人ひとりの生活歴や力
を活かした役割，嗜好品，楽しみご
と，気分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそっ
て，戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また，普段は行けない
ような場所でも，本人の希望を把握
し，家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援してい
る。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大
切さを理解しており，一人ひとりの
希望や力に応じて，お金を所持した
り使えるように支援している。

47

48

49 18

46

50

夜は早く寝床に入りたい,寂しいので居
室に行きたくない,寝る前に何か食べた
い・飲みたい,一人でゆっくりテレビが
見たい,眠前薬が必要(偽薬も含む),安
眠の為の紙ﾊﾟﾝﾂやﾊﾟｯﾄの導入等の,個別
対応をしている。昼寝が必要な人は昼
夜逆転にならないよう個別に対応,食堂
でうとうとする心地よさも注意して見
守る。

薬は分包され薬剤師発行の「おくすり
説明書」で職員全員,薬の理解ができ
る。特別な薬(副作用,注意点)は管理者
(Ns.)から職員に伝え,気になる事があ
れば職員から管理者に伝える。事業所
Ns.判断で薬を調整する(幻覚,ふらつき
で薬を中止する,緩下剤の量を調整する
等)場合もある。準備時や内服時,必ず
複数で確認。

一人ひとりの性格,特技,習慣を情報収
集し,その人らしい役割と楽しみを見つ
けて支援している(家事が得意,細かい
作業が好き,買い物が好き,花が好き,お
洒落が好き,外出が好き,歌が好き等）
季節行事やお楽しみの行事も企画し,な
るべく外出を支援し閉じこもりを防ぐ
が ,令和 2年は外出自粛で機会が少な
かった。

ﾘﾊﾋﾞﾘ通院を利用し日課としてｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰ
ﾑ外(屋内)に出る,体調や天気,用事（必
要な買い物,美容院等）により個別に出
かける,家族の協力を得て外出等する
が,令和2年は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響でﾘﾊﾋﾞ
ﾘ通院休止し,面会制限,外出自粛であっ
た。受診のついでを利用し一人ずつの
散歩と少人数ずつのお花見散歩が精一
杯だった。

天候や、職員配置が充実しているとき
は、コンビニや、公園等にお連れする
こともある。受診やリハビリの時に外
に散歩に出るようにしている。また、
リビングの外に庭があり、外の空気に
触れながら景色を眺め気分転換を図っ
ている。

常時自分でお金を持っている人,持って
いるが買い物時に無駄使いをしないよ
う支援が必要な人,お金は使えないが品
物を選ぶ事が出来る人等の個別対応を
している。実際お金を使う事は出来な
い人に自動販売機で飲み物を選んでﾎﾞﾀ
ﾝを押す等支援。令和2年は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
の影響でお金を使う外出機会が激減し
た。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話を
したり，手紙のやり取りができるよ
うに支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利
用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音，光，色，広さ，温度
など）がないように配慮し，生活感
や季節感を採り入れて，居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，
気の合った利用者同士で思い思いに
過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人
や家族と相談しながら，使い慣れた
ものや好みのものを活かして，本人
が居心地よく過ごせるような工夫を
している。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，
安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

51

54 20

55

52 19

53

食堂にﾃｰﾌﾞﾙが3台あり人間関係,認知症や
介護の度合いを考慮し席を決めている。
各自が自席で寛ぎ,共同作業やﾚｸﾘｴｰｼｮﾝを
して過ごす。ﾃﾚﾋﾞや話し,作業の都合に合
わせてその都度対応する。またﾘﾋﾞﾝｸﾞ,廊
下,玄関にｿﾌｧｰを置き,自由に座る事がで
きる。玄関付近に置いたｲｽが全体を見渡
す事が出来,人気の場所である。

希望者居室に電話設置でき,現在利用は1
名だが管理ができない為その都度職員が
設置。携帯電話所持利用者が2名いるが1
名は管理できず職員預かり。どちらも一
人では扱えず職員が手助け。希望に応じ
事務所の電話を使用。現在面会制限の為ｵ
ﾝﾗｲﾝ面会を整備。家族からの手紙を渡す
と喜んで何度も読み返す。

常に清潔と明るさ,季節感を心がけ,廊下
壁には入居者の作品(塗り絵,貼り絵等)や
季節の物,お知らせを掲示。それを見て話
題にする。食堂には加湿器,ｻｰｷｭﾚｰﾀｰ,温
湿度計を置き管理。利用者,職員共に大声
や諍いのないよう配慮し,ﾃﾚﾋﾞやﾋﾟｱﾉ曲,
唱歌のBGMを流し,雑談や歌で皆,楽しく穏
やかに食堂で過ごしている。

事業所は建物の8階にあり、リビングか
らの眺めも良く明るく過ごしやすい共
用空間となっている。壁には、手作り
の作品や写真が飾られており楽しい雰
囲気となるよう工夫している。

居室は自宅で使っていた家具や品物を持
ち込み環境の変化を少なくし,安心して過
ごせるよう入居者と家族に説明し支援。ﾃ
ﾚﾋﾞ,家族の写真,多くの小物を飾る等様々
で,過去には鏡台,畳,ﾎｯﾄｶｰﾍﾟｯﾄ,冷蔵庫,
位牌等。認知症が進むと居室が簡素にな
るが,本人と家族が共に寛げる事も大切に
して居室の設えの相談に乗る。

居室は、カーテン、照明、エアコン、
ベッドを常設している。使い慣れた家
具等の持ち込みが自由で、壁には写真
や作品を飾り、本人が心地よく過ごせ
るような工夫をしている。

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰで要所に手すり有り,浴槽内は滑
り止めﾏｯﾄ利用。個別に必要な介護用品の
利用を支援し安全面に配慮。車ｲｽ自走者
のﾌﾞﾚｰｷ忘れに留意し声掛け。居室を分か
りやすく表示,見やすい時計や大きなｶﾚﾝ
ﾀﾞｰ,下駄箱には名前を大きく表示し自分
で気付けるよう工夫,何よりも見守りと"
ちょっとした声掛け"に力を注ぐ。
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　　　○

○

○

○

○

　　　○

　　　○

　　　○ ①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

②利用者の３分の２くらいが
利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

59

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

63

61

④ほとんど掴んでいない

①毎日ある

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。56

③利用者の３分の１くらいが

②数日に１回程度ある

③たまにある

60 利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている
③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

④ほとんどない

Ⅴ  アウトカム項目

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

④ほとんどいない



○

　　　○

　　　○

〇

〇

③あまり増えていない

④全くいない

①ほぼ全ての職員が

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

②職員の３分の２くらいが

④ほとんどできていない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

④ほとんどない

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③たまに

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来て
いる

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

66 職員は，活き活きと働けている



（様式２）

事業所名 グループホームかがやき

作成日

【目標達成計画】

1 45

2

3

4

5

6 45

7

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

〃 〃

職員体制を整える（労
務管理を考慮した上で
バランスよく３人体制
の日を組み入れたシフ
トを作る）

3ヶ月～1年

〃

入浴対応の職員が入浴
に関わる事を全て行う
のではなく、他職員の
協力を得て時間のロス
を減らす。

ドライヤーや水分補給
はフロアー見守り職員
が協力して行う（状況
に合わせ、利用者に負
担のないようにする）

1～６ｹ月

安全を考慮すると、特
に重度利用者の入浴間
隔が空きがちになる。

利用者の安全と職員の
負担軽減を図る。

シャワーキャリーを購
入する。

1～3ｹ月

〃 〃

入浴時間を職員の都合
に合わせず利用者の状
態に合わせ、柔軟な対
応をする（現在午前の
みだが、午後も対応）

1～６ｹ月

〃 〃

入浴セットを予め準備
（クローゼット内、ま
たは脱衣室）しておき
準備時間を短縮する

1～６ｹ月

一人一人の好みに応え
ゆったりとした入浴支
援の結果、入浴間隔が
空き過ぎる利用者が出
る。

入浴支援の時間を増や
す。

申し送り時間を短縮
（要点を絞って申し送
り）し、入浴支援に早
く取り掛かれるよう努
力する。

1～６ｹ月

〃 〃

その日の予定を予め考
慮、調整した上で、申
し送り時に微調整。目
標をもって行動（業務
にあたる）

1～６ｹ月

２  目標達成計画

令和3年4月15日

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間


